
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
度
よ
り
文
部
省
は
本
校
の
大
規
模
な

関

連

事

項

帝
国
図
書
館
敷
地
・
建
物
移
管

明
治
四
十
一
年
三
月
、
隣
接
す
る
帝
国
図
書
館
敷
地
の
う
ち
本
校
敷
地
に
喰

込
ん
で
い
た
部
分
三
七

0
0坪
と
建
物
三
棟
（
煉
瓦
造
り
一
二
階
建
倉
瓶
、
木
造
二
階

建
閲
覧
室
、
煉
瓦
造
り
二
階
建
倉
庫
）
が
本
校
所
管
に
移
さ
れ
た
。
建
物
の
方
は

既
に
同
三
十
九
年
五
月
に
本
校
が
帝
国
図
書
館
よ
り
借
用
し
、
文
庫
と
し
て
使

①
 

始
め
の
式
を
行
ふ
。
式
は
御
影
奉
拝
に
始
ま
り
、

勅
語
並
に
昨
年
十
一
月

に
下
し
賜
ひ
た
る
詔
勅
を
捧
讀
し
、
次
で
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
、

詔
勅
の
旨
を
鉢
し
て
、
職
員
生
徒
は
勤
倹
自
ら
持
し
、
自
張
已
ま
ざ
る
の
覺
悟

を
以
て
此
新
年
を
迎
へ

、
奮
勘
努
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
、
告
辟
を
述
べ
ら

れ
、

雨
陛
下
の
萬
歳
を
一
―
―
唱
し
て
式
を
終
り
た
り
。

〇
職
員
の
送
迎
會
本
校
職
員
一
同
は
、
曹
服
十
二
月
十
九
日
を
以
て
、

荒
木

〔
寛
畝
〕
、
下
村
〔
観
山
〕
、
辻
村
〔
延
太
郎
〕
の
三
数
授
及
藤
本
〔
万
作
〕
隅

託
敦
員
の
先
般
引
退
せ
ら
れ
た
る
と
、
古
宇
田

〔
実
〕
休
職
教
授
の
退
螢
せ
ら

れ
た
る
と
に
依
り
、
そ
の
送
迎
會
を
催
し
兼
て
忘
年
會
を
開
き
た
り
、
場
所
は

公
園
内
常
盤
華
壇
に
し
て
、
會
す
る
も
の
五
十
名
許
り
な
り
し
と
い
ふ
。

0
本
校

一
覧
の
配
付
本
校
一
覧
は
奮
冬
そ
れ
ぞ
れ
配
付
の
都
合
な
り
し
も
、

印
刷
問
に
合
は
ず
、
此
程
に
至
り
て
漸
く
出
来
せ
し
を
以
て
、
例
に
依
り
て
本

月
下
旬
に
は
卒
業
生
一
般
に
配
付
せ
ら
る
べ
し
。

〇
職
員
の
義
捐
先
般
伊
太
利
に
於
け
る
震
災
の
惨
朕
救
助
に
充
つ
る
た
め
、

本
校
職
員
諸
氏
は
相
謀
り
、
金
賦
拾
五
圃
を
醜
金
し
て
救
演
金
の
中
に
納
付
し

た
り
と
い
ふ
。

新
館
〔
下
村
観
山
、
鶴
田
機
水
指
導
の
新
館
教
室
〕
の
作
品
は
、
窯
生
、
臨

②
 

改
築
計
画
に
着
手
し
て
お
り
、
こ
れ
と
の
関
連
で
敷
地
の
移
管
が
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

成
績
品
展
覧
会

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
九
日
、
即
ち
卒
業
式
の
翌
日
よ
り
四
月
三
日
ま
で

校
内
で
成
績
品
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
一
般
公
開
は
明
治
三
十
五
年
以
来
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
展
示
物
は
日
本
画
科
生
徒
の
乎
常
成
績
（
写
生
、
臨
画
、
新
案
）
と

卒
業
製
作
お
よ
び
四
教
授
の
作
品
、
西
洋
画
科
の
三
、
四
年
生
の
平
常
成
績

（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
静
物
画
）
と
一

、
二
年
生
の
平
常
成
績
（
木
炭
画
、
静
物
画
）
、
卒

業
期
制
作
（
随
意
題
）
、
卒
業
制
作
（
自
画
像
）
、
彫
刻
科
、
図
案
科
、
金
工
科
、

鋳
造
科
の
平
常
成
績
と
卒
業
制
作
お
よ
び
参
考
品
、
図
画
師
範
科
の
図
画
、
手

工
作
品
（
木
炭
画
、
鉛
筆
画
、
毛
筆
画
、
粘
土
細
工
、
造
花
）
お
よ
び
「
教
育
的
作

品」
、
参
考
品
（
旧
教
官
作
品
、
明
治
二
十
六
年
S
同
四
十
年
彫
刻
科
卒
業
制
作
、
現
職

彫
刻
教
官
作
品
、
本
校
所
蔵
古
美
術
品
、
住
友
家
依
隅
大
阪
図
書
館
青
銅
額
）
等
：
々
で

こ
れ
ら
が
本
館
、
新
館
、
文
庫
閲
覧
室
お
よ
び
書
庫
に
陳
列
さ
れ
た
。
成
績
品

の
出
品
は
六
百
四
十
五
点
で
、
そ
の
う
ち
の
三
十
七
点
が
売
約
と
な
り
、
ま
た
、

各
科
の
即
売
所
（
絵
葉
書
、
風
呂
敷
、
手
拭
、
ハ
ン
カ
チ
、
石
脅
品
、
装
飾
兼
実
用
品
）

で
は
絵
葉
書
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
総
入
場
者
数
は
一
万
三
千
四
百
四
十
四

人
。
一
日
平
均
二
千
二
百
三
十
五
人
の
入
場
が
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
で
特
に
一
般
の
関
心
を
惹
い
た
の
は
日
本
画
科
と
設
置
後
六
ケ

月
た
っ
た
図
画
師
範
科
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
六
巻
第
八
号
所
載
「
我
校
の
成
績
展
覧
会
」
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
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聾
、
新
案
の
類
で
、
就
中
窯
生
は
従
来
よ
り
も
、
成
功
し
た
も
の
4
様
で
あ

っ
た
、
又
新
案
は
、
主
に
海
波
、
木
魂
、
偉
麗
等
の
課
題
を
設
け
て
、
主
観

的
製
作
の
陰
氣
な
者
が
多
く
、
拙
い
内
に
も
精
神
の
あ
る
、
新
館
を
代
表
し

た
作
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
敷
黙
見
え
た
、
主
と
し
て
風
景
聾
が
多
か
っ
た

が
、
同
一
の
甕
題
の
下
に
製
作
し
て
も
、
皆
各
個
人
の
特
色
を
稜
揮
し
て
る

の
は
楡
快
に
感
じ
た
。
然
し
一
目
し
て
、
如
何
に
在
来
の
日
本
霊
と
瑳
っ
た

研
究
の
方
法
を
取
っ
た
か
は
、
第
一
に
知
ら
れ
た
の
で
、
其
目
新
し
い
の

に
、
観
者
を
驚
か
し
、
惑
は
し
た
の
は
確
か
に
事
宜
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一

般
を
通
じ
て
の
上
に
、
之
れ
が
新
館
式
だ
と
云
ふ
様
に
‘

―
つ
の
聾
風
が
認

め
ら
れ
た
。

次
に
本
館
〔
寺
崎
広
業
、
結
城
素
明
指
導
の
本
館
教
室
〕
の
作

品

に

至

る

と
、
そ
れ
が
無
い
様
で
あ
る
。
新
館
の
新
案
が
、

一
定
の
甕
題
に
依
て
、
執

筆
し
た
の
に
反
し
、
各
自
随
意
の
題
を
選
ん
で
、
各
自
の
長
所
を
表
は
し
、

其
多
く
は
人
物
盛
で
、
風
景
花
鳥
な
ど
も
見
受
け
た
。
然
し
一
般
に
は
手
際

の
＿
艮
い
、
所
謂
精
巧
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
、
此
館
の
特
有
な
慮
で
あ
ら

う
。
観
者
は
本
館
の
甕
に
到
し
て
は
、
別
に
愛
つ
た
批
評
も
し
な
か
っ
た
ら

し
い
。
思
ふ
に
云
は
ゞ
無
難
の
作
で
、
多
く
の
人
に
解
し
易
い
と
云
ふ
方
で

あ
っ
た
。
叉
此
外
に
、
有
職
人
物
窯
生
と
、
縮
巻
物
の
模
窯
が
敷
貼
あ
っ

こ。t
 
卒
業
製
作
は
、
新
館
が
十

一
黙
、
本
館
が
三
貼
で
、
各
自
獨
特
の
や
り
か
た

で
、
極
端
に
其
特
徴
と
、
鋏
黙
と
が
表
は
れ
て
居
て
、
今
迄
の
卒
業
製
作
に

較
べ
て
、
非
常
に
相
違
し
た
も
の
で
、
世
評
も
随
分
や
か
ま
し
か
っ
た
。
又

〔
マ
マ
〕

紙
本
を
用
ゐ
た
の
も
あ
っ
た
の
は
。
今
年
が
初
め
て
ゞ
あ
ら
う
。

こ
の
評
か
ら
推
し
て
新
館
教
室
と
本
館
教
室
と
で
は
作
風
に
著
し
い
相
違
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
指
濁
法
も
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
記
者
が
在
来
の
日

本
画
と
は
変
わ
っ
た
目
新
し
い
方
法
を
取
っ
た
と
指
摘
す
る
新
館
の
作
品
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
今
日
知
る
術
は
な
い
が
、
現
存
す
る
卒

業
制
作
を
見
る
と
、
こ
の
年
の
卒
業
制
作
に
は
確
か
に
こ
の
指
摘
に
符
合
す
る

よ
う
な
特
色
が
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
久
保
提
多
の
「
屠
所
」
は
森
の
中
の

屠
殺
小
屋
に
屠
者
が
牛
を
引
き
ず
り
込
も
う
と
す
る
（
牛
の
眼
は
ギ
ラ
リ
と
光
っ

て
い
る
。
）
無
気
味
な
情
景
を
油
絵
風
の
描
法
で
描
い
た
も
の
で
、
崇
高
と
か
優

美
と
か
悲
壮
と
か
閑
逸
と
か
温
雅
と
か
い
っ
た
美
的
情
操
の
表
出
を
ね
ら
っ
て

描
か
れ
た
従
来
の
日
本
画
卒
業
制
作
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
野
生
司
述
太

（香
雪
）
の
「
黄
泉
」
に
し
て
も
、
そ
の
陰
々
た
る
画
面
に
は
観
者
の
心
を
和
ま

せ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
こ
う
し
た
作
品
が
観
衆
を
驚
か
し
惑
わ
し
、
や
か
ま

し
い
世
評
を
か
き
た
て
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
『
美
術
新
報
』
第
七
巻

第
二
号
（
明
治
四
十

一
年
四
月
五
日
）
は

「
第
三
は
日
本
聾
の
室
で
あ
る
。
『
波
』

と
か
『
森
の
木
魂
』
と
か
『
偉

麗
』
と
か
い
ふ
の
は
課
題
と
見
え
て
多
敷
の
作
品
が
出
て
居
る
。
其
他
多
少

の
卒
業
製
作
も
あ
っ
た
が
、
其
の
技
巧
、
そ
の
手
腕
を
見
て
は
、
吾
等
は
氣

の
毒
で
面
を
揚
げ
て
能
く
通
ら
な
か
っ
た
。
〔
中
略
〕
か
く
見
過
し
た
慮
で

何
が
一
番
深
い
印
象
を
典
へ
た
か
と
い
ふ
と
、
學
校
に
は
氣
の
毒
で
あ
る
が

宜
に
日
本
霊
科
の
劣
悪
な
こ
と
で
あ
る
。
少
く
も
敷
年
前
の
同
科
の
成
績
を

見
た
人
は
今
更
に
暗
涙
を
禁
じ
得
ま
い
。
是
れ
一
に
其
教
授
法
の
無
主
義
、

無
定
見
に
基
づ
く
と
い
ふ
も
の
A

、
以
て
世
の
好
尚
の
推
移
が
卜
せ
ら
る
4

の
で
あ
る
。」
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い
る
。

と
、
か
つ
て
無
い
ほ
ど
強
く
非
難
し
た
が
、
こ
こ
で
「
劣
悪
」
「
無
主
義
」

「
無
定
見
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
記
月
報
記
事
を
考
え
合
せ
る
と
新
館
教

室
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
九
年
教
室
制
を
実
施
し
て
教
師
の
個
人
的
薫

化
に
重
き
を
置
く
教
育
を
行
な

っ
た
結
果
が
こ
う
し
て
現
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
半
年
後
の
下
村
観
山
の
辞
任
と
教
育
法
改
革
の
一
因
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
図
画
師
範
科
の
展
示
に
つ
い
て
は
前
掲
月
報
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

④

陳

列

品

圏

聾
、
手
エ
の
雨
科
に
亘
り
、
闘
霊
に
て
は
木
炭
聾
、

鉛

筆

霊
、
毛
筆
聾
等
あ
り
。
手
工
に
は
粘
土
細
工
及
び
造
花
を
陳
列
せ
り
。
尚
ほ

数
育
的
作
品
と
も
稲
す
べ
ぎ
塗
板
盪
、
「
ス
ペ
ー
ス
レ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
コ

〔
マ
マ
〕

ム
ボ
ジ
シ
ョ
ン
、
オ
プ

・
グ
ル
ー
プ
」
、

「
ス
タ
デ
ー

・
オ
プ

・
カ
ラ
ー
」
、

「
シ
ル
エ
ッ
ト
」
等
枚
畢
に
退
あ
ら
ず
。

④
是
等
の
製
作
品
は
、
何
れ
も
入
學
以
来
僅
々
六
ヶ
月
間
に
成
れ
る
を
以

て
、
意
に
任
せ
ざ
り
し
は
頗
る
遺
憾
な
り
し
と
雖
も
、
純
て
赦
育
的
な
ら
ん

事
を
期
し
、
敢
て
奇
を
街
は
ず
、
妙
に
趨
ら
ず
、
其
外
観
平
凡
に
し
て
美
術

的
作
品
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
甚
だ
勘
き
の
感
あ
り
。
然
も
一
貼
一
聾
之
を

忽
に
せ
ず
、
忠
質
に
製
作
に
従
事
せ
し
は
、
質
に
此
科
の
特
色
と
な
す
。
唯

観
察
の
至
ら
ざ
る
、
或
は
多
少
の
杜
撰
あ
り
し
な
ら
ん
、
研
究
の
日
猶
ほ
浅

き
是
れ
亦
已
む
を
得
ざ
る
所
な
り
。

e以
下
陳
列
品
中
、
最
も
観
党
者
の
注
意
を
惹
き
た
る
作
品
を
畢
げ
、
併
せ

て
之
が
赦
育
的
債
値
を
説
か
む
。
我
之
を
言
ふ
、
所
謂
我
田
引
水
、
手
前
味

噌
の
嫌
ひ
無
き
に
あ
ら
ね
ど
、
蓋
し
陸
よ
り
船
の
判
断
す
る
に
は
勝
る
事
大

展覧会記念日本画科卒業制作陳列場

（『東京美術学校校友会月報』第 6巻第 8号よ

り転載）

(4) 

て
、
其
一
部
を
抽
出
し
、

な
る
べ
し
。

①
塗
板
聾
兒
童
の
倦
厭
を
避
け
て
其
想
像
力
を
利
用
し
、
成
る
可
く

減
筆
し
て
、
動
物
及
び
人
證
の
動
作
等
の
描
法
を
示
し
た
る
も
の
な
る

が
、
観
覧
者
の
多
く
は
、
寧
ろ
一
種
の
綸
蓋
と
し
て
、
多
大
の
興
味
を

以
て
注
目
せ
し
も
の
4

如
し
。

〔
マ
マ
〕

③
「
ス
ペ
ー
ス

、
レ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
例
を
無
趣
味
な
る
樹
皮
に
取
り

「
ス
ペ
ー
ス
」
の
闊
係
に
依
り
て
、
種
々
な

る
面
白
き
聾
と
為
す
こ
と
を
得
る
を
示
せ
り
。
尚
之
に
類
し
た
る
方
法

を
、
海
陸
の
風
景
に
應
用
せ
る
例
を
も
畢
げ
た
り
。

⑥
「
コ
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
オ
プ

・
グ
ル
ー
プ
」
に
は
多
く
の
果
物
を
書
一

き
、
其
の
布
置
及
び
テ
ー
ブ
ル

・
ラ
イ
ン
に
到
す
る
、
ス
ペ
ー
ス
の
分

ち
方
に
よ
り
て
、
聾
に
l

艮
否
の
別
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
る
も
の
。

「
ス
タ
デ
ー

・
オ
プ

・
ヴ
ハ
リ
ュ
ー
」
に
於
て
は
、
材
料
を
壕
と
コ
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金工科陳列場

鋳造科漆工科陳列場

図画師範科陳列湯

423 第8節明治 41年

西洋画科陳列湯

彫刻科陳列場

図案科陳列場



同 右 所蔵参考品陳列場

色
、
及
び
「
チ
ソ
ト
」
、

ー
ド
」
を
並
列
せ
る
表
、
原
色

の
強
さ
が
等
し
き
強
さ
に
至
る

段
楷
、
及
其
劉
照
の
配
列
等
甚

だ
多
し
。

⑱
「
シ
ル
ニ
ッ
ト
」
兒
童
の
技

工
に
適
し
‘
且
つ
簡
易
の
手
法

を
も
て
、
正
確
な
る
「
ア
ウ
ト

ラ
イ
ソ
」
の
観
念
を
興
ふ
べ
き

も
の
な
り
。

「
シ
ェ

ッ
プ
に
採
り
、
之
を
濃
淡
種
々

に
染
め
て
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

多
く
の
場
合
を
示
せ
り
。

．

⑮

「

ス

タ

デ

ー

・
オ
プ

・
カ
ラ

ー
」
色
の
研
究
は
、
亦
闘
固
科

を
通
じ
て
主
要
な
る
事
業
の
一

た
る
を
以
て
、
多
く
は
生
徒
各

自
に
て
沼
色
し
た
る
表
を
掲

げ
、
寒
色
と
熱
色
と
の
針
照
色

の
強
さ
を
、
黒
色
に
て
表
は
し

た
る
も
の
を
始
め
と
し
、
標
準

③
 

好

員

長

上

杉

勝

徳

野

ロ

六

田

鳥"‘
 中
賑

吉

矢

親

寺嶋黒

恕

田

健

神根漆

尾

数謙

間

児宏

JII 

廣

吉

小

糸

源

太

郎

チ
ャ
ル
ン

・
ス
ラ
ナ
ー
ト

海

野

消

蒲岩

生

男

原

田

吉

崎

鐵文

七

佐

藤

縫省

吾

神

谷

明
治
四
十

堀

蓋

金
工
科
制
度
改
正
願
い

明
治
三
十
八
年
三
月
の
本
校
規
則
大
改
正
の
際
に
彫
金
科
と
鍛
金
科
が
合
併

し
て
金
工
科
と
な
っ
た
が
、
合
併
授
業
に
何
ら
か
の
支
障
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

同
四
十
一
年
に
同
科
四
年
生
か
ら
一
年
生
ま
で
の
ほ
ぼ
全
員
に
よ
る
左
記
の
よ

う
な
制
度
改
正
願
い
が
正
木
直
彦
校
長
に
提
出
さ
れ
た
。
原
本
は
墨
書
。
本
学

彫
金
教
官
室
保
管
。
こ
の
嘆
願
書
の
成
果
を
資
料
的
に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
合
併
授
業
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
ょ
う
。
大
正
十
年
こ

ろ
か
ら
金
工
科
は
彫
金
部
と
鍛
金
部
に
分
け
て
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

金
工
科
制
度
改
正
御
願

現
今
ノ
金
工
科
御
規
定
ヲ
改
タ
メ
テ
彫
金
科
志
望
及
鍛
金
科
志
望
ノ
ニ
部
ニ

分
チ
各
々
其
ノ

一
ヲ
専
修
ス
ル
コ

ト
、
シ
併
セ
テ
相
互
ノ
概
念
ヲ
得
ル
為
メ

二
年
程
度
マ
デ
兼
修
セ
シ
メ
ラ
レ
度
此
ノ
段
生
等
一
同
以
連
署
及
御
願
候
也

年
六
月
八
日

甚
一
郎

井
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